




















































「 私だって売る人になりたい」（ 4 歳児　5 月）
ある日、 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅがアクセサリー屋さんを始め、 自分たちで作っ
た指輪やネックレスなどの品物を並べていた。 指輪・ネックレスの材料は、






育者に品物を勧めていると突然Ａが　「 ダメ！  Ｅちゃんダメ！」 と大声で近
寄ってきた。 Ａの剣幕の意味が分からずＥは無言。 ＤがＡに 「 いいでしょ！」 
とＥのかたをもつ。 ＢとＣは成り行きを伺う。 不穏な空気が流れる中、 しば
らくすると担任が仲介に入る。 まず、 Ａの主張を聴く。 そもそも最初にアク




「 ダメ！」 と怒られたことの理由が分からないことを主張した。 Ａ「 私が売
る人になりたい」　Ｅ「 私だって…」
担任は、 5 人に「 どうしたら一緒に店を続けられるか」 と投げかけ、 し
ばらく考えさせた。 しかし、 沈黙がしばらく続いたので、 担任は一人一人
の思いを聴いたところ、 どの子も自分自身が売る人になりたいとのことだっ
た。 そこで「 みんなが売る人になるにはどうしたらよいか」 と投げかけたと
ころ、「（ この店の広さでは） 狭くて 5 人みんなが並べない」「 あとから入っ




















「“ まるやまどうぶつえん” ってかいて！」（ ４歳児　９月）
動物園遠足の翌日、 2 人の子どもが積木でキリンを作って遊んでいた。
興味をもった子どもが近づいてきたので、 保育者が「 ほかにも動物いたよ
ね」 と言葉をかけると「 シマウマ！人が乗れるのを作りたい」 と積木で作り
始めた。 また別の子は、「 キリンははっぱを食べていたよね」 と言って、 色




が「 とっておきたい！」 とのこと。 そこで、それぞれが自分の作ったもの（ キ
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リン・シマウマ・トイレ・餌のはっぱ） をホールの一角に運んだ。 すると、
一人の子が「“ まるやまどうぶつえん” ってかいて！」 と保育者に頼んだ。
その言葉に誘発されて他の子も賛同し、 その瞬間から、 この場所が「 ま
るやまどうぶつえん」 になった。








ると、 しいくいんたちは「 帰る家が欲しい」 と動物園近くに自宅を作るよう























て雪だるまづくり、 雪合戦、 トンネル掘り、 迷路づくり、 そり滑り、 ままごと
等々、 雪によって無限の遊びが生み出される。
2 月のある日の午後、 年長児 3 人が園庭の一角に雪の塊を積み上げ




そりに載せ慎重に運ばなければならない。 すでに始めていた 3 人は、「 切
り出し」「 運び」「 積み」 の役割分担ができていた。 その後、 この遊びに
興味をもった年長児が「 どこ手伝ったらいい？」 と聞き、 参加していった。
「 積み」 の場所では、 雪の塊を押さえる子どもと湿った雪を張り付ける
子どもが声を掛け合いながら作っていた。「 切り出し」 の場所では、「 切り
出し」 の子どもが「 運び」 の子どもに「 これ、持って行っていいよ」 や「 そ




声をかけ、 それに呼応して「 よっしゃ！」 と応えていた。 この時間内で完成
できなかったが、「 ここまでできた ‼」 と満足そうにイグルーを見つめ、「 明
日もやろう！」 と互いに言葉を掛け合い、 片付けに向かっていった。
96　 就学前児教育の質とは
年長のこの時期は、目的に向かって友達と自分たちで遊びを進めること
を楽しむようになる。また、鬼ごっこなどの集団遊びを自分たちで繰り返
し楽しんだり、いろいろな子どもが加わって多くの友達と楽しんだりする
姿が多くみられる。
この事例でも、誰かが始めた遊びの目的を周囲の子が理解し、自分の関
わり方を考えて遊びに参加していく姿が見られた。共通の目的に向かい、
どのようにしたら実現できるか、自分はどのような役割を担うとよいかを
自分で決めている。共通の目的をもつことで遊びを継続的に進める力が育
まれるのではないだろうか。また、この遊びにおいて、保育者は友達同士
で遊びを進めている姿を見守りつつ共感し、関わりが一層深まるように支
えていた。また、翌日もこの続きができることや終わりの時間を知らせて
見通しをもたせる援助をしたことにより、子どもたちにより充実感を味わ
わせ、明日もやりたいという意欲へとつなげることができた。【学びに向
かう力、人間性等】【思考力、判断力、表現力等の基礎】
４．まとめ
以上の事例から、「協同性」を視点としてどのようなプロセスが重要で
あるかを以下のように導いた。
（１）安心して自分を表すことでできること
幼稚園教育要領の総則では、「安定した情緒の下で自己を十分に発揮す
ることにより発達に必要な体験を得ていく」という記載があり、幼保連
携型認定こども園教育・保育要領の総則では「周囲との信頼関係に支え
られた生活の中で、園児一人一人が安心感と信頼感をもっていろいろな
活動に取り組む体験を十分に積み重ねられるようにすること」、保育所
保育指針の「養護に関わるねらい」では情緒の安定の項目において「安
心感をもって過ごせるようにする」「自分の気持ちを安心して表すこと
ができるようにする」とある。安心感や信頼感が、人が生きていくう
　97
えで最も根源的なことであることは言うまでもない。幼稚園・保育所・
こども園においては、保育者が子どものどのような表現も受け止め、
子どもが安心して自分を表せる関係性を築くことが、まず肝要である。 
「事例 1」において、一人の子どもが自分の思いを言葉や態度で表し、そ
れを保育者が肯定的に受け止め一緒に遊んでいた子ども同士で考える場を
もったことの意味は大きい。一人一人が自分の思いを強くするとともに、
他者の思いにも触れる経験となったのである。このように、安心して自分
を表すことのできる雰囲気、関係性は「協同性」の視点からも土台として
押さえておくべき内容である。
（２）一人一人がやりたいことを十分にできること
「事例２」では、この活動への入り口は一人一人のやりたいことは違っ
ており、興味の対象もバラバラであった。保育者は一人一人のやりたいこ
とを満足させることを優先させた。その満足感があったことでキーワード
「まるやまどうぶつえんってかいて」により、個々の思いがつながり楽し
さを共有できた。子どもが周囲の環境に自ら関わることで、思いを強くし
たり、発見や感動を他者に向けて表現したりする姿につながる。このよう
な経験を繰り返すことにより他者の存在を意識し、友達がいることによっ
てより遊びが楽しいものになっていく。
（３）友達と共通の目的をもち、遊びをすすめられること
自分がやりたいことに取り組むことを基本として、友達とのつながりを
楽しむ経験の中で友達との間で共通の目的が生まれていく。一人一人の子
どもがもつイメージが違っていたとしても、遊びをすすめる過程で、対
話が生まれ、目的（こうしたい）の確認、修正、変更などをしていく。
共通の目的があることで、やり遂げた充実感を味わうことが可能である。 
このような経験を通して、友達と協同することの意味・価値を実感として
蓄積されていくことが大切である。
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新しい時代に必要となる資質・能力は、自発的な活動としての遊びを通
して総
・ ・ ・
合的総合的に育まれていくものである。総
・ ・ ・
合的であるからこそ、育
ちをとらえ分析する視点が重要であり、それが「幼児期の終わりまでに　
育ってほしい姿」である。「協同性」の視点を通して明らかになった「安
心感」「やりたい」「共通の目的」のプロセスは、就学前教育の現場におい
て長期・短期の指導計画の中に位置づけられているものである。保育者は
日々の保育において子どもとの関わりの過程を振り返りながら、子どもの
育ちの方向性を見据え、実践を重ねていくこと、このことが就学前教育に
求められる質の向上ではないかと考える。
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